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（研究結果・考察） 対象患者のリスク評価得点の中央値は 9.0 点であった。転び易さスケールの中
央値は，共同評価前で 5.0（0.0 〜 10.0），共同評価後で 6.0（4.0 〜 10.0）であり，有意に増加した
（p=0.017）．








件数は，平成 27 年度 25 件，平成 28 年度 49 件，
平成 29 年度 68 件と増加している．
　過去３年間における院内全体の転倒転落発生率
は，H27 年度で 2.5‰，28 年度は 2.7‰，29 年度
は 3.5‰であるのに対し，A4 階病棟では H27 年











を調べたところ，平成 29 年度は 68 件中 65 件





















































































者５人であった．入院期間は 11 日〜 44 日間で，
中央値は 23 日であり，対象患者の年齢の中央値




































































































































































































表 1  リスク評価得点と転びやすさスケール （単位：点  ｎ＝11） 
 
 患者① 患者② 患者③ 患者④ 患者⑤ 患者⑥ 患者⑦ 患者⑧ 患者⑨ 患者⑩ 患者⑪
リスク評価得点           
転び易さスケール 前           























□その他（                    ）
薬剤影響 □睡眠薬・鎮静剤   □血糖降下剤
□向精神薬・抗うつ薬 □降圧剤・利尿剤





















□その他（                    ）

転ばない         転びにくい    転ぶかも    転びやすい           転ぶ
                                            






 ． こ こ  ～  年 以 内 に 転 ん だ こ と 、 ま た は つ ま ず い た こ と が あ り ま す か ？                  





転ばない        転びにくい    転ぶかも    転びやすい           転ぶ
                                  













理解できた     よく分からなかった

☆転倒転落の予防策は、実践出来ましたか？
出来たと思う  時々出来たと思う  出来なかった
を選んだ方の具体例

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図 1 共同評価前後における転びやすさスケールの変化  
 
図 2 対象者のリスク評価該当項目の内訳（ｎ＝11 重複あり） 

















































図 1 共同評価前後における転びやすさスケールの変化  
 
図  対象者のリスク評価該当項目の内訳（ｎ＝11 重複あり） 
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